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ゲームに
夢　中

'93 月

町公民館では、子どもたちに少しでも本に

親しんでもらおうと、小学生を対象 に「子ど

も移動図 書館」 を開 き、年間を通して本の貸

し出しや 人形 劇。工芸作品づくりなどを行っ

てい ます。

３月 ３日、大木戸 小学校で行われた今年度

最 後の 活動は 、本の回 収とゲーム遊 び。 キャ

ッチン グスティ ｙクや リン グキャッチ など。

初めての ゲームばか りでし たが、 たちまち上

手に。放課後、 楽しい ひと時 を過ごし まし た。



高校日本一のプレーをご覧ください

～長崎国見高校イレブン来町～

３月26日(金)
午前10時 キックオフ
徳 江 運 動 公 園
対 戦相手………福島工業高校

町
名

が
同
じ
と
い
う
こ
と
で

”恋
愛
都
市

”
と
し
て

、
町

や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
交
流
を
図
っ
て
い

る
長
崎
県
国

見

町
の
県
立
国
見
高
校
サ
ッ
カ

ー
部
の

皆
さ
ん

が
三
月
二

十
六

日
、
本
町
を
訪
れ
、
徳
江
運
動
公
園
で
福
鳥

県
立
福

鳥
工
業

高
校
サ
ッ
カ

ー
部
と
親
善
試
合
を
行
い
ま
す

。

今
年
度

”高
校

サ
ッ
カ

ー
日

本
一

″
に
輝

い
た
プ
レ
ー
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い

。

三

度

の

全

岡

制

覇

サ
ッ
カ
ー
の
名
門
・
国
見
ａ

今
年
の
第
七
十

】
回
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
三
度
目

の
全
国
制
覇
を
飾｛

た
サ

″
力
－

の
名
門
・
岡
見
高
イ
レ
ブ
ン
と
。

平
成
三
年
、
四
年
と
二
年
連
統

で

福
島
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に

出
場
し

た
県
内

高
校
サ
ッ
カ
ー
の

雛
・
福
鳥
工
業
高
イ
レ
ブ
ン
。
こ

の

”
夢
の
親
簽
試
（

が

の
実
現
は
、

以
前
か
ら
両
町
の
ラ

イ
オ
ン

ズ
ク

ラ

ブ
か
お
互
い
に
交
流
を
深
め
て

お
り
、
平
成
『

年
十
一
月
に
は
仲

野
周
一
町
議
会
議
長
ら

が
雲
仙
・

普
賢
岳
噴

火
被
害
に
見
舞
金
を
持

参
し
た
り
、
さ
ら
に
今
年
一
月
、

国
見
イ
レ
ブ
ン
が
三
・
度
目
の
優
勝

を
決
め
た
高
校
サ

″
力
－

選
手
権

人

会
の
決
勝

戦
が
行
わ

れ
た
東
京

国
立
競
技
場
に
も
仲
野
議
長
ら
か

激
励
に
駆
け
つ
け

、
そ
の

お
礼
に

来
町
す
る
も
の
で
す
。。

国
見
高
サ
ッ
カ

ー
部

は
、
七
年

連
統

で
高
校
サ

″
カ

ー
選
手
権
全

岡
大
会

出
場
を
果

た
し

、
す

べ
て

上

位
進
出
し

た
実
力
校
で
す
（
優

勝

三
。
準
優
勝

て

ベ
ス
ト
４
二
、

ペ
ス
ト
８
一
回
）
。
今

回
、
小
燉

忠

敏
監
督
は
全
口
本

ジ
ュ
ニ
ア
ユ

ー
ス
チ

ー
ム
を
率

い
て

ヨ
ー
ロ

。

バ
違
征
中
の
た
め
来
町
で
き
ま
せ

ん
が
、
菊
田
忠
典
コ

ー
チ
と
新
二
、

三
年
生
の
レ
ギ
ｆ
フ
ー
ニ
十
二
。人

が
東
町
し

ま
す
。

二
十
六
日
の
試
合
は
午
前
十
時

キ

″
ク
オ
フ
。
白
熱
し

た
試
合
を
、

ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
駐
躯
場
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

、
で
き
る

だ
け
相
乗
り
で

お
越
し
く

だ
さ

い
。

▲全国高校サッカー決鮪裁で２点目のシュートを決め．カ　ッツポースの

ＭＦ三浦選手と園見イレブン
一一１月８日・国立競技場（写真捷供一橋島民友断飼11）

公
営
住
宅

滝
山
第
三
団
地
が
完
成

昨
年
六
月
か
ら
山
崎
字
東
滝
山

に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た

『
公

営
住
宅
滝
山
第
三
団
地
』
は
こ

の

ほ
ど
、
本
体
工
事
が
完
成
し

ま
し

た
。こ

の
公
営
住
宅
は
、
建
般
工
事

費
約

一
億
七
千
五
４

万
円
、
建

築

延
面
積
八
三
六
平
方

メ
ー
ト

ル
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建

て
、

】
棟
十
二
戸
。
一
戸
当

た
り

約
七
十
三
平
方

メ
ー
ト

ル
（
二
十

二
坪
）、
居
竃
六
畳
二
郎
屋
。
四
・
五

畳
一
部
屋
、
台
所
食
事
室
と
、
ゆ

と
り
の
あ
る
間
取

り
に
な

っ
て

い

ま
す
。

入
居
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
後

日
、
か
い
ら
ん
等
で

お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■

問
い
合
わ
せ

●
建
設
採
建
設
係

酋
恭
2
1
1
1
　

内
線
２
４
０

▲完成した公営住宅海山第３団地



ご
み
収
集
日
程
が
変
わ
り
ま
す

～
平
成
５
年
４
月
か
ら
～

平
成
五
年
四
月
か
ら
、
伊
達
地

方
衛
生
処
理
組
合
の
土
曜
閉
庁
に

伴
い
、
町
の
ご
み
収
集
の
日
程
か

全
地
区
と
も
変
更
と
な
り
ま
す
。

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
よ
く

ご
覧
の
上
、
指
定
さ
れ
た
日
に
出

す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
粗
大
ご
み
（
家
庭
で
使

用
し
た
冷
蔵
庫
、
テ

レ
ビ
、
自
転

車
、
洗
濯
機
、
ふ
と
ん
な
ど
）
は

毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

が
収
集

日
と
な
り
ま
す
。

ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
　
　
　

出
し
ま
し
ょ
う
！

○

ル

ー
ル

を
守
ら

な
い

ご
み

は

収

集

で

き

ま

せ

ん

●
燃

え
な
い
ご
み

は
、
必
ず
指
定

容
器
（
ク
リ

ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
）

に
入
れ
て
出
し
ま
し

ょ
う
。

※
ナ

イ
ロ
ン
袋
や
コ
ン
テ
ナ
等

に
入

れ
て
出
し
ま
す
と
収
集

で

き
ま
せ
ん
。

※
ク
リ

ー
ン

ボ
ッ
ク
ス
は
、
役

場
保
健
課
で
斡
旋
い
た
し
ま

す
。
（
一
佃
　

千
円
）

一

注
射
針
は
、
絶

対
出

さ
な
い
で

く
だ
さ

い
・

・

カ

ー
ド
リ
ッ
チ

（
ガ
ス
）

。
ス

プ
レ

ー
は
、
容
器

に
穴
を

あ
け

空
に
し
て
か
ら
燃
え
な

い
ご
み

と
し
て
出
し
て
く

だ
さ

い
・

・

粗
大

ご
み
は
、
月
二
回
（
第
一
、

第
三
水
曜
日
）
に
収
集
い
た
し

ま
す
か
、
事
前
に
、
必
ず
保
健

課
へ
届
出
を
お
願

い
し
ま
す

。

無
届
け
で
出
し

た
粗
人

ご
み
は

収
集

い
た
し
ま
せ
ん
。

○
営

業

ご
み

は

出
さ
な
い
で
！

営
業
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
ご

み
は
。
町
の
収
集
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
事
業
主
の
責

任
で

、

廃
豪
物
処
理
業
者
等
に
依
頼
す

る

な
ど
、
適
切
に
処
理
し
て
く

だ
さ

い
。

○
ご
み

減
量

化
に

ご
協
力
を
！

町
で
は
．
平
成
四
年
四

月
か
ら

自
主
的
に
資
源
回
収
活

動
を
実
施

す
る
団
体
（
子
供
会
、
婦
人
会
．

Ｐ
・
Ｔ
・
Ａ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
）

に
対
し
、
報
奨
金
を
交
付
し
て

い

ま
す
．
平
成
四
年
度
は
、
約
百

卜
’．

の
減
最
化

と
な
り
ま
し

た
．
各
家

庭
に
お

い
て

も
．
資
源

の
再
利
用

に
つ
と
め
、
子
供
会
等

の
回
収
に

ご
協
力
く

だ
さ
い
．

ま
た
．
畑
や
空
地

の
あ

る
方
は

埋
立
（
た
い
肥
化
）
す

る
等
．

ご

み
の
減
量
化

に
ご
協
力
く

だ
さ

い
．

☆
出
せ
な
い
ご
み

車
の
タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ

ー

廃
ビ
ニ
ー
ル
．

小
型

ガ
ス

ボ
ン

べ
、
バ
イ
ク
（
5
0
に
以
上
）

、

汚
泥
、
土

砂
、
練
炭

こ
豆
炭
等

の
残
灰

※
不
明
な
点
は
、
役
場

保
健
贏

電
話
　

八
五
－

二
一
一
一

（
内

線
　

一
四

万

一
四
二

）

に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

平成５年度　ご み 収 集 カ レ ン ダ ー
ぺ �月 �火 �水 � 木 �金

募　 田　 市　 街　 地

藤田地区、板檎、泉田住宅、上野
塚野目（公立藤田総合病院前．町

営住宅周辺）山崎（線鳬柬地区） �

燃 ゴ

え

るミ �

燃ゴ
え
な
い ミ�

燃ゴ

え

る ミ ��

燃ゴ

え

るミ

上 記 以 外 の 地 区

小坂、森江野．大木戸、大枝地区
石毋田、山崎( 線路西地区) 鶉,町

滑沢 ��

燃ゴ

え

るミ ��

燃 ゴ 燃ゴ

き　 え

い ミ るミ

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

集

団

資

源

回

収

に

報

奨

金

を

交

付

し
ま
す

町
内
各
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る

ご
み
の
量
は
年
々
増
え
続
け

、
国

見
町
で
も
平
成
三
年
度
に
は
二

、

二
二
七
ト
ン
（
可

燃
ご
み

て

八

〇
〇
ｊ
・
不
燃

ご
み
三
七
七
ト

ン
・

粗
大

ご
み
五
〇
ｊ

）
に
も
達
し

ま

し

た
。

ご
み
処
理
に
要
す
る
経

費

の
節
減
や
資
源
の
有
効

利
用

の
た

め
に
も
、

ご
み
の
減
量
化

に
皆

さ

ん
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願

い
し

ま
す
。

一

・

一

・

一

・

一

φ
一

資

源

回

収
報

奨

金

制

度

ご
み
の
減
量
化
、
資

源
化
対
策

の

｝
環
と
し
て
町
内
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子

ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な

ど
で
実
施
す
る
集
団
資
源
回
収
に

対
し
、
報
奨
金
を
交
付

し
ま
す

。

交
付
希
望
団
体
は
次
の
要
領
に
基

づ
き
、
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ

さ

い
。

◇
対
象
団
体

地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
、
営
業

を
目
的
と
し

な
い
団
体

◇
回
収
品
目

古
紙
類

（
新
聞
・
雑
誌
・

ダ
ン

ボ
ー
ル
・
紙

パ
ッ
ク
等
）、
繊
維

類
（
衣

類
）、
ビ
ン
類
、
非
鉄
金

属
類
（
ア

ル
丶
１`
１
銅
）

◇
報

奨

金

資
源

回
収
し

、
売
却
し

た
量
Ｉ

キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
５
円

◇

申
請

手
続
き

①
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
団

体
は
、
事
前
に
登
録
し

て
く
だ

さ

い
・

（
た
だ
し
、
町
内
会

、

保
髄
委
員
会
。
ほ
子
保
健
推

進

員
、
婦
人
会
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど

も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
手

続
き
を
・
し
な
く
て
も
、
登
録
団

体
と
み
な
し
ま
す
）

②
事
業
を
実
施
す
る
と
き

は
、
回

収
業
者
と
連
絡
を
と
り
、
資
源

回
収
を
実
施
し

。
売
却
し
て
く

だ
さ
い
・

な
お
、
売
却
価
格
に

つ
い
て
は
、
当
事
者
間
で
決
定

し
て
く

だ
さ
い
。

③
実
施
後
、
速
や
か

に
売
却
伝
票

の
写
し

等
、
数
量
の
わ
か
る
も

の
を
添
付
し
、
実
績
報
告
書
（
誚

隶
甞
）

を
提

出
し
て
く
だ
さ

い
。

（
団
体
登
録

書
、
実
績
報
告
書

の
用
紙

は
、
保
健

課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
）

■

申
請
・

問
い
合
わ
せ

・
保
健
課
保
健
衛
生
係
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1
1
　
内
線
１
４
１



子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
教
え

習
慣
づ
け
さ
せ
る
の
が
大
人
の
役
割

冬
の
寒
さ

が
和
ら

ぎ
草
木

も
芽

吹
く
季
節

に
な

る
と
、
子

ど
も
た

ち
は
外
に
出

る
機
会

が
多
く

な
り
。

行
動
範
囲
も

広
が
り
ま
す

。
新
入

学
、
新
入

園
を

迎
え

る
子

ど
も
た

ち
は
、

い
ま

ま
で
歩

い
た
こ

と
の

な
い
道
を

通
学
路
と
し
て
歩
く
よ

う
に
な

り
ま
す
し
、
新

学
期
を
控

え
た
子

ど
も

た
ち
は
、
春
休

み
で

気
分
か
浮
か

れ
か
ち
な
こ

ろ
で
す
。

こ
の

た
め
、
子

ど
も
の
交

通
事
故

が
毎
年
こ
の
時

期
に
多
く

発
生
し

て
い
ま
す

。
子

ど
も

た
ち
を

交
通

事
故
か
ら
守

る
た
め
に

、
子

ど
も

の
特
性
を
知

り
、
正
し

い
交

通
ル

ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
教
え
ま
し

ょ
う
。

事

故
の

原
因
の
大
半
は

。

道
路
へ
の

”
飛
び
出
し

”

ま
ず

。
子

ど
も
の
交
通
事
故
は
、

そ

の
大
半

が
「
飛
び
出
し
」
に
よ

る
も
の
で
す
。
子
ど
も
は
一
つ
の

こ
と
に
注
意
か
向
く
と
、
周
り
の

も
の

が
目
に
入
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う

特
性

が
あ
り
ま
す
。
遊
び
に

夢
中
に

な
っ
て
、
道
路
に
転

が
っ

た
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
た
り
、
道

路
の
向
こ
う
側
で
親
か
声
を
か
け

た
り
す

る
と
、
愈
に
道
賂
に
飛
び

出
し
て
し
ま
う
の
も
こ
の
た
め
で

す
。子

ど
も
の
事
故

は
、
交

通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
い
れ
ば
防
げ
る
も
の

が
多

い
の
で
す
か

。
子
ど
も

に
は

何
か
危
険
で
、
ど
う
し

た
ら
危
な

く
な
い
の
か
と
い
う
こ

と
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら

、
子
ど
も

が
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

な
行
動

を
と
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
な
交

通
ル
ー
ル
、
交
通

マ
ナ

ー
を
子
ど

も
に
教
え
、
習
慣
を
つ
け

さ
せ
る

こ
と
は
わ
た
し
た
ち
大
人
の
役
割

で
す
。

大
人
は
子
ど
も
の
手
本
に

例
え
ば
、
大
人
か
僑
号
無
視
を

す

れ
ば
、
善
悪
の
区
別
な
し
に
子

ど
も
は
す
ぐ

に
ま
ね
を
し
ま
す
。

大

人
が
ま

ず
、
正
し

い
手
本
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

言
葉
だ

け
で
は

子
ど
も
は
理
解
で
き
ま
せ
ん

『
危
な

い
よ
』
「
気
を
つ
け
て
」

と
言
葉
で
注
意
さ
れ
た
だ
け
で
は
、

子
ど
も
は
具
体
的
に
ど
う
行
動
し

た
ら
よ

い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
実

際
に
大

人
が
目

の
前
で
や

っ
て
み

せ

る
こ

と
が
大
切
で
す

。
ま
た
、

子
ど
も

の
目
線

は
人
人

の
目
線
と

違
い
ま
す

。
子
ど
も

の
目
線
ま
で

姿
勢
を
低
く

し
て
、
ど
こ

が
ど
う

危
な

い
の
か
。
ど
う
気

を
つ
け

た

ら

い
い
の
か
を
、
具
体
的
に
教
え

て
く

だ
さ

い
。

こ
う

し
た
こ

と
は
、
子
ど
も
自

身

が
正
し
く
実
践
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で

。
何
度
も
繰
り

返
し
て

習
慣

づ
け

る
必
要
か
あ
り
ま
す
。

子
ど
も

が
正
し
く
で
き

た
と
き
に

は
、

ほ
め
て
あ

げ
ま
し

ょ
う
。

ま

た
、
車
を

運
転
す

る
方
は
、

裏

通
り

や
公
園
、
子
ど
も
の
遊
び

場
近
く
を

通
る
と
き

に
は

。
ス

ピ

ー
ド
を
落

と
し
て
慎
重

に
運
転
す

る
よ
う

に
し
ま
し

ょ
う
。

西
分
署
だ
よ
り

み
ん
な
の
努
力
で

火

災

激

減

平
成
四
年
中
に
お
け
る
伊
達
地

方
消
防
組
合
管
内

（
伊
達
九
町
）

の
出
火
件
数
は
二
十
八
件
で

。
前

年
の
六
十
件
と
比
較
し
三
十
二
件

の
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
伊
達
地
方
消
防
組
合

発

足
以
来
の
最
少
記
録
と
な
り
、
地

域

住
民
、
各
企
業
、
各
種
団
体
の

皆
さ
ん
の
防
火
意

識
の
向
上
と
、

防
火
設
備
の
充
実
な
ど
。
努
力
の

成
果
で
あ
り
大
変

喜
ば
し

い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

過
去
三
か
年
の
西
分
署
管
轄
の

出
火
件
数
及
び
出
火

率
（
人
口

Ｊ

万
人
当
た
り
の
出
火

件
数
）
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

出火件数

�平成２年�平成３年�甲成４年

国見町 � ３ � ６ � ３

桑折町 � ４ � ６ � ６

伊達町 � １ � ８ � １

出 火 率

�平碇２年�平成３年 �平成４年

国見町 �2.5 �5.1 �2.5

桑折町 �2.7 �4.1 �4 』

伊達町 �1.0 �7.6 �0.9

人

冂
の
割
合
か
ら
出
火
率
を

み

て
み
ま
す
と
．
町
に
よ
り
格
差
か

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

。
こ

れ

ら
を
参
考
に
し
、
各
町
消
防
団
、

各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
、
火
災

の
な
い
、
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
思
い

ま
す

の
で

。
住
民
の
皆
さ
ん
の
な

お
一
層
の
ご
協
力
を

お
願

い
し
ま

す
。

「
点
検
を
　
重
ね
て
築
く

火

災

ゼ

ロ
」

老
人
保
健

医
療
費
の
一
部
負
担
金
が

変

わ

り

ま

す

平
成
五
年
四
月
一
口
か
ら
、
老

人
保
健
法
に
基

づ
く
老
人
医
療
費

の
一
郎
負
担
金
か
、
次
の
と
お
り

変
わ
り
ま
す
。

・
：

螽

黔

牋

一
（ヽ
）（
）肓

（
総
合
痢
院
で
は
診
療
科
ご
と
》

・
入

院
：
二

日
に
つ
き
七
〇
〇
円

《
た
だ
し
、
市

町
村
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者
で
市

町
村
畏
の
認
定

を
受
け
た
方

は
従
来
通
り
一
日

三
〇
〇
円

（
二
か
月

限
度
）
で

す
。
認
定
手
続

き
の
詳
し

い
内

容
は
、
保
健
課
国
保
係
に

お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
》

■

問
い
合
わ
せ

・
保
健
課
国
保
係
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ふるさとの文化財
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5徳江観音寺

観音堂の仏像

菊　池　利　雄

徳
江

の
観

音
様
と
呼

ば
れ

、
平

安
時
代
初
め
の
創
建
と
伝
え

が
あ

る
来
蓮

山
観

音
寺
は
、
寺
城

の
哺

側
一
帯

の
地
に
か
つ
て

広
大
な
伽

ｔ

を
擁
し
．
天
畏
七
年
（
八
三
〇

）

十
月
信
夫
郡

に
建
立
さ
れ
た
、
菩

提
寺
（
「
類
聚
国

史
｀
」
に
比
定
さ
れ

る
福
島

の
腰
浜
廃
寺
や
酉
原
廃
寺

跡
か

詆

堽

、
同
范
の
六
弁
や
八

弁
の
蓮
華
文
や
施
回
蓮
爺
文
の
軒

丸
瓦
を
出
土
し
て
い
る
、
徳
江
廃
寺

の
法
統
を
継
承
し
た
古
刹
で
、「
縁
起

書
」
ふ

扠

れ
ば
．
か
つ
て
は
来
夢

山
倭
鎮
院
と
も
称
し
た
と
言
わ
れ

る
．
近
世
の
宝
暦
三
年
（
一
七
五

三
）
頃
は
、
京
都
嵯
峨
野
に
あ
る

古
蔵
真
言
宗
大
覚
寺
の
末
寺

で
あ

っ
た
が
、
明
和
四
年
（
一
七
六

七
）

に
新
義
真
言
宗
の
を
欧
踟

に
か
わ

り
大
和
岡
初
瀬
に
あ
る
ヽ

を
粐
聚

と
本
末
の
関
係
か
生
じ
現
在
に
至

っ
て

い
る
．

観
音
堂
に
は
密
教
寺
院
特
有
の

三
尊
一
具
の
形
式
を
と
っ
た
、
観

音
菩
薩
像
を
中
尊
と
し
、
脇
侍
に

不
動
明
王
と
毘
沙
門
天
の
両
像
が

咳
遭
芍
叭
べ
。
い
る
。
中
尊
の
聖
観

世
音
菩
薩
座
像
は
三
十
三
年
に
一

度
御

開
帳
さ
れ
る
秘
仏
で
あ
る
が
、

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
十
一
月

、

観

音
堂

の
銅
板
屋
根
葺
替
の
落
慶

法
要
に
。
特
別
の
御
闘
恨
が
あ
り
拝

観
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
か
で
き
た
。

菩
薩
像
は
高
さ
か
約
一
尺
首
下

が
約

六
寸
、
肩
幅
約
四
寸
胡
座
幅
か
杓
五

寸
ほ
ど
あ
る
寄
木
造
り
の
小
像
で
、

左
手
に
水
瓶
に
禅
し
た
蓮
耶
ｔ
を
も

力
れ
ゝ
頭
上

に
は
宝

冠
を
頂
き
陌

毫
に
は
水
晶
玉
の
嵌
入
か
あ
り
、

慈
愛
に
み
ち

た
ふ
く
よ
か
な
御
姿

を
な
さ
れ
て

い
る
。
か
つ
て
火
災

に
あ
っ
た
痕
跡

が
あ

り
、
光
背
と

台
座
は
後
裨
の
も
の
で

、
台
座
と

光
背
頂

ま
で
の
高

さ
は
約
二
尺
六

寸

ほ
ど
で
あ

る
。
台
座
上
の
観
世

音
像
が
お
座
り
に

な
る
蓮
華
座
は
。

菩
薩

像
と
し
て
は
珍
し

い
邪
鬼
を

踏

み
つ
け
る
特
異
な
形
を
な
し
て

い
る
。
観
世
音
像
を
安
置
す
る
漆

塗
り
の
ｒ

み

气

高
さ
か
六
尺
輻

奥
行
と
も
約
二
尺
五
寸
ほ

ど
あ
り
、

正
面
に
宝
輪
の
紋
章
と

延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）
の
墨
書
銘

が
残
さ

れ
て

い
る
。

右
側
の
脇
侍
不
動
明
王
立
像
は

。

寄
木
造
、
像
の
高

さ
は
約
二
尺
肩

幅
は
約
五
寸
ほ

ど
で
、
台
座
の
下

面
か
ら
光
背
頂

ま
で
の
高
さ
は
約

二
尺
七
寸
ほ

ど
あ
る
。
火
炎
の
光

背
で

右
手
に
剣
左

手
に

は
検
索
を

も
ち
、
足
下
に

は
磐
座
を
踏
み
っ

け
。
全
身
で
怒

り
を
あ
ら
わ
す
憤

怒
の
相
を
な
し
て

い
る
。
口
は
強

く
閉
じ
、
下

の
歯
で
上
唇
を
か
み

二
本
の
牙
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、

左
Ｈ
で
下
を
右

目
は
上
を
見
て

い

る
天
地
齔
で

は
な
く

、
両
眼
を
開

け
て
い
る
鎌
倉
時
代
以
前
に
お
け

る
、
占
い
彫
像

の
手
法

が
み
ら
れ

る
。左

側
の
脇
侍
毘
沙
門
天
立
像
は
、

仏
国
土
須
弥

山
の
中
腹
に
住
ん
で
、

南
西
北
東
の
四
方
を
守
護
す
る
四

天
王
の
一
神
で

、
北
の
方
を
守
り

多
聞
天
と
も
呼

ば
れ
て

い
る
。
鎧

を

身

に
つ

け
左

手
に

宝
塔

右
手

に
は
宝
枠
を

も
っ
て

、
足
下
に
は

邪
鬼
を
踏
ん
で

い
る
。
像
の
高
さ

は
約
二
尺
三
寸

肩
幅

は
約
五
寸
腰

幅
か
約
一
尺

。
磐
座
か
ら
光
背
頂

ま
で
の
高
さ
は
約
二
尺

七
寸
ほ
ど

あ
る
。

仏
像
に
つ
い
て

は
素

人
で
あ
る

筆
者
が
知
り
た
い
と
思
う
も
の
に

。

本
尊
の
観
世
音
菩
薩
像
か
脇
侍
の

不
動
明
王
・
毘
沙
門

天
の
両
像
と

比
較
し
て
、
小
さ
す

ぎ
る
の
は
な

ぜ
か
な
ど
解
明
す
べ
き
こ
と
も
多

い
が
、
こ
こ
で

は
仏
像
の
簡
単
な

紹
介
に
と
ど
め
、
今
後
の
詳
し

い

調
査
検
討
に
期
待
し
た
い
。

国

民

年

金

あ
な
た
の
老
後
を
守
る
大
切
な
制
度
で
す

納

め

忘

れ

は

あ

り

ま

せ

ん

か

岡
民
年
金
は
、
あ
な
た
の
老
後

を
保
障
す
る
大
切
な
制
度
で
す

。

保
険
料
を
納
め
忘

れ
て

い
ま
す

と
、
万
一
事
故

が
あ
っ
た
と
き
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金

な
ど
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
か
あ
り
ま
す
。

平
成
四
年
度
保
険
料
の
納

め
忘

れ
か
あ
れ
ば
、
年
度
内
納
付

に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

保

険

料

が

改
定

さ

れ

ま

し

た

平
成
五
年
度
の
国
民
年

金
保
険

料
か
、
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

第
 
十
付
加

�
竃
　

″

�
檀

別

一
〇

、
九
〇
〇

円

�
一
〇

、
’’

Ｑ

）
円

�
月
　

麟

ご
一
Ｑ

八

〇
〇
円

�
一
二
六

、〇

〇
〇
円

�
苹
　
　

額

割

引

前

納

の

お

す

す

め

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
は
、

前
納
制
度
（
一
年
分
を
ま
と
め
て

納
付
す
る
）

が
あ
り
。
前
納
し

ま

す
と
そ
の
保
険
料
は
年
五
・
五
％

の
割
合
で
複
利
原
価
法
に
よ
っ
て

割
引
計
算
さ

れ
ま
す
。

な

お
、
前
納
の
取
り
扱
い
期
間

は
、
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日

ま
で
の
一
か
月
間
で
す
。

◇
定
額
前
納
額

一
二
二
、
九
六
〇
円

（
割
引
額
二
、
〇
四
〇
円
）

◇
定
額
十
付
加
前
納
額

匸
一
七
、
六
四
〇
円

（
割
引
額
三
、
一
六
〇
円
）

保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
が
ど

う
し
て
も
困
雛
な
と
き
は
、
免
除

を
受
け
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

世
帯
の
所
得
か
低
く
生
活
か
苦

し
い
、
病
気
を
し
た
。
災
害
や
事

故
に
遭
っ
た
な
ど
、
事
情
の
あ
る

方
は
印
鑑
持
参
の
う
え
、
四
月
中

に
住
民
福
祉
課
年
金
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
期
限
ま
で
に

平
成
五
年
度
保
険
料
の
納
付
期

日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

納付月 �納付期日 �納付月 �納
付

期日

帥 納

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月 �

％

％

％

％

％

％

％ �10

月

ｎ 月12

月

１　月

２ 月

３ 月 �

％

％

％

沁
％

％

■
問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
祉
課
年
金
係
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貝
田

簡
易
水
道

便
用

者
の
皆
さ
ん

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
が

変

わ

り

ま

す

貝
田
簡
易
水
道
使
用
量
の
メ
ー

タ
ー
検
針
は
、
今
ま
で
毎
月
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
五
年
度
か

ら
奇
数
月
に
二
か
月
ま
と
め
て

メ

ー
タ
ー
検
針
を
行

う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

平
成
五
年
度
か

ら
は
五
月

に
メ

ー
タ
ー
検
針
を
行

い
、
四
、
五
月

分
ま

と
め
て

五
月
に
納
入
し
て
い

た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・

水
道
課

雲
呶
2
1
1
1
　

内

線
２
２
２

異
動
の
あ
っ
た
方

お
届
け
く
だ
さ
い

～
伊
違
西
部
土
地
改
良
区
～

平
成
五
年
度
の
賦
課
金
に
つ
い

て
、
賦
課
の
基
準

と
な
り
ま
す
農

地
が
売
買
等
に
よ

り
所
有
権
に
異

動
の
出
た
方
、
地
Ｋ

除
外
を
さ
れ

る
方
、
経
営
移

譲
等
（
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
も
）

に
よ
り
名
義
変
更

さ
れ
た
方
、
ま

た
は
農
地
の
貸
借

か
行
わ
れ
た
場
合

は
、
賦
課
金
の

支
払
い
者
名
を

確
認
の
う
え
、
伊

達
西
部
土
地

改
良
Ｋ
へ
３
月
3
1日

ま
で
届
け
出
く

だ
さ
い
・

■

届

け

先

・
農
林
課
農
林
土
木
係
内

伊
達
西
郎
土
地
改
良
区

壼
翦
2
1
1
1
　

内
線
２
３
５

労

働
保
険

年

度
更

新
は

５
月
１
７
日
ま
で
に

平
成
五
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
を
す
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。四

月
初
め
に
福
島

労
働
基
準
局
、

ま
た
は
福
島
県
雇

用
保
険

課
か
ら

送
付

さ
れ
る
申

告
書
用
紙
と
記
入

要
領
を
よ
く
お
読
み

い
た
だ
い
て
、

５
月
1
7口
ま
で

に
最
寄
り
の
金
融

機
関
。
郵
便
局

、
労
働
基
準
監
督

署
、
福
鳥

労
働
基
準
局
ま

た
は
県

雇
用

保
険
課
に

お
い
て
手
続
き
を

さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
。
期
日
ま
で
に
申
告
で
き

る
よ
う
賃
金
台
帳
等
を
蛾
備
し
て

お
か
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

。

■

問
い
合
わ
せ

・
福
島
労
働
基
準
局

3
6
４
６
０
０

・
福
鳥
県
商
工
労
働
部

2
1
1
1
1
1

３

月
3
1日

ま

で

に

「
経
営
移

譲
年
金
」
等
の

現

況

届

出

を

『
経
営
移
譲
年
金
』
及
び

『
農

業
者
老
齢
年
金
』
の
現
況
届
用
紙

は
、
従
来
通
り
農
業
肴
年
金
基

金

か
ら
受
給
権
者
の
皆
さ
ん
に
直
接

、

送
付
さ
れ
ま
す
。

受
給
権
者
の
皆
さ
ん
は
ｉ

を
吩

搴
一

参
・

４
ｅ

福
祉
課
住
民
係
で

証
明
を
受
け

た

後
、
現
況
届

書
を

町
農
業
委
貝
会

に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
・

現
況
届
書
の
提
出
期
限

は
、
三

月
三
十
一

日
で
す

。

■

問
い
合
わ
せ

・

国
見
町
農
業
委
員
会

韲
闘
2
1
1
1
　

内

線
２
７
０

老
人
医
療

受
給
者
証
の

更
新
が
行
わ
れ
ま
す

老
人
保
健
法
に
よ
り
昭
和
六
十

三
年
二
月
一
日
以
降
交
付
し
て

い

る
医
療
受
給
者
証
は
、
三
月
三
十

一
日
で
す
べ
て
有
効
期
間

が
切

れ
、

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

。

史
新
の
方
法
は
、
各
地
区
担
当

の
母
子
保
健
推
進
員
に
提
出
し

、

更
新
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
日
程
ま
で
医
療
受
給

者
証
を
地
区

担
当
の
母
子
保
健
推

進
員
宅
に
お
届
け
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し

ま
す
。

小

坂

大
木
戸

石
母
田

�
籐

田

山
　
崎

�
森
江
野

大

枝

�
地
　
区

３
月
2
5日
團
ー
2
6日
吻

�
３
月
2
4Ｕ
團
・
ー
2
5日
團

�
３
月
2
3日
脚
１１
2
4日
團

�
母

子

保

健

推

進

貝

宅

へ

届

け

る

期

限

な
お
、
医
療
受

給
者
証
を
紛
失

さ
れ
た
方

は
、
印

鑑
を
持
参
の
う

え
、
役
場

保
健

課
で

更
新
の
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願

い
し
ま

す
。

■

問
い
合
わ
せ

・
保
健
課
国
保
係

合
叙
2
1
1
1
　

内
線
１
４
３

大
切
な

”
松
の
緑
”
を

守

る

た

め

に

松
く
ぃ
虫
は
、
松
の
伝
染
病
で

す

。大
切
な
松
を
松
く
ぃ
虫
の
被
害

か
ら
守
る
た
め
に
は
。
地
域
が

Ｉ

体
と
な
っ
て
計
画
的
に
対
策
を
進

め
る
こ
と
か

必
要
で
す
。
町
で
は

被

害
対
策
の
計
画
を
つ
く
り
、
そ

の
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
が
、
松

林
所
有
者
を
は
匕
め
。
地
城
住
民

の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
不
可
欠

で

す

。
松
く

い
虫
防
除
の
重
要
性
を

よ
く

ご
理
解
の
う
え
、

ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。

○
所
有
す
る
松
林
を
常
に
巡
視
し

、

被
害
木
の
早
期
発
見
に
努
め
、

も
し
発
見
し
た
時
は
、
役
場
譱

林
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
被
害
木
は
伐
採
し
て
薬
剤

処
理

か
必
要
で
す
の
で

、
無
処
理
の

ま
ま
販

売
し

な
い
で
く

だ
さ

い
・

○
松
林
は
手
入
れ
を
怠
る
と
、
松

く
い
虫
の
被

害
を
受
け
や
す
く

な
る
の
で

、
適
切

な
保
育
作
業

（
つ
る
切

り
・
除
伐
・
間
伐
な

ど
）
を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

○
松
く

い
虫
の
被
害
か
毎
年
発
生

し
て

い
る
よ
う
な
松
林
は
、
ス

ギ

ー
ヒ
ノ
キ
等
マ
ツ
以
外
の
樹

種

へ
の
転
換
を
お
す
す
め
し
ま

す
。な

お
、
役
場
農
林
課
で

は
、

松
く

い
虫
被
害
木
調
査
の
た
め
、

山
林
等
の
立
入
調
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す

。

■

問
い
合
わ
せ

・
農
林
課
農
林
振
興
係

雲
翳
2
1
1
1
　

内
線
２
３
２

おしらせ



計
量
器
定
期
検
査
の

お

知

ら

せ

計
量
法
の
定
め
に
よ
る
定
期
検

査
か
。
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
検
査
を
受
け

て
く

だ
さ

い
。

◇
日
　

時

４
月
2
6日
（
月
）

午
前
1
0時
？
午
後
３
時

◇
会
　

場

役
柵
車
庫
前

◇
対

象
と

な
る
計
量
器

取
引
上
又

は
証
明
上
の
計
量
の

た
め
、
現

に
使
用
さ
れ
て

い
る

計
量
器
。

た
だ
し

、
大
型
は
か
り
等
持

ち
出
し
の
で
き
な

い
計
最
器
及

び
光
電
式
は
か
り
、
電
気
抵
抗

線
式

は
か

り
等
に
つ

い
て

は
、

別

に
定

め
る
卩
に
所
在
場
所
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
企
画
商
工
課
商
工
振
興
係

蠢
剪
2
1
1
1
　内
線
２
５
４

船

員

遺

族

の

み
な
さ
ん
へ

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の

殉
職
船
員
遺
児
の
皆
さ
ん
へ
、
援

護
資
金
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
支
給
期
間

出
生
か
ら
高
等
学
校
を
通
常
の

期
間
に
よ
り
卒
業
す
る
ま
で
の

期
間
で
す
か
。
そ
の
始
期
は
当

会
か
遺
児
援
護
金
支
給
願
書
を

受
け
付
け
た
月
か
ら
支
給
し
ま

す
。

◇
支

給

額

月
額
：
二

人
当
た
り
八
千
円

ま
た
、
援
護
金
受
給
中
の
遺

児
が
小
学
校
に
入
学
し
た
場
合

に
は
、
記
念
品
と
し
て
三
万
円

を
、
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校

に
入

学
し

た
場
合
に
は

、
そ
れ

ぞ
れ
一
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

■

申
請
・
照
会

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
４
－

５

海
洋
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

（
財
）
日
本
殉
職
船
員
顕

彰
会

壼
０
３
・
３
２
３
４
・
０
６
6
2

一
般
公
開

角
Ⅲ
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
セ
ン
タ
ー

平
成
五
年
度
の
科
学
技
術
週
間

は
四
月
十
二
口
か
ら
十
八
日
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
か
、
角
田
ロ
ケ

ッ

ト
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
次
の
と

お

り
施

設
の
一

般
公

開
を

行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
度

お
で
か
け
く

だ
さ

い
。

◇
日
　

時

平
成
５
年
４
月
1
7口
（
土
）

午
前
1
0時
～
午
後
３
時
3
0
分

◇
場
　

所

宮
城
県
角
田
市
神
次
郎
宇

高
久

蔵
１
　

宇
宙
開
発
事
業
団
角
田

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
セ
ン
タ
ー

雲
0
2
2
4

黼
3
2
1
1

◇

公
開
施
般

管

理
棟
内

展
示
室
、
試
験
設
備

◇

映
　
画

「
Ｈ
－

ｎ

ロ
ケ

ッ
ト
」
　「
宇
宙

実
験
3
4に
挑
む
」
の
上
映

引

つ
越

し

電
気
の
こ
と
も
忘
れ
ず
に

三
月

に
な

り
ま
す
と
、
転
勤
な

ど
で
引

っ
越
し
の
多

い
季
節
に
な

り
ま
す

。
引

っ
越
し
の
日
取
り
か

決
ま
り
ま
し

な
ら

、
早

め
に
東
北

電
力
事
業
所

に
ご
連
絡
く

だ
さ

い
。

■

連
絡
先

・
桑
折
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

酋
黯
2

０
3
3

戸 籍 の 窓 口

(２月受付分)

出 生おめでとうございます

子 の 名　保護者　　町内会
拓 也(たく や)伊藤 和明 山崎宮甜
望( の ぞ み)亀岡 春樹 宮 町 北

大 樹(だい き)佐久聞隆康 第　 一
佳 織(かお り)佐久間掩康 第　 一
早 織(さ お り〉佐藤 正二 泉田 上
有 美(ゆ　 み)菊池 一郎 駅　 前
知 幸(ともゆき)鴨田 忠幸 山 崎 舘

結婚おめ でとう ございます

氏　　 名　　　　　町内会

{
渡 部 利 浩　　　　高　 城
佐 藤 いずみ　　　 梁川 町

{
鎌 田　 敏　　　 宮　 前
鈴 木 奈津子　　　　駅　 前

{
渡 邊 訌 喜　　　 泉 田 下
佐 藤 里 子　　　 太 田川

{ 佐々木 浩 一　　　　板　 槁
加 ● 淑 子　　　 桑折 町

お くや み申し上 げます

氏　　名　　　年齢　　町内会
星 野 イ　ッ　　82　　 光明 寺
後 藤 虎次郎　　66　　 駅　 前
斎 藤 照 男　　64　　 町　 東
岩 崎 新 一　　80　　 第　 十
木 村 芳 雄　　81　　 川　 内
新 井 ナ　ッ　　82　　 川　 内
板 橋 奪 胎　　88　　 並　 柳
佐久間 代次郎　　95　　 第十 一
須 岡 滋 －　　90　　 町　 東
半 澤 英 子　　84　　 大 木戸

人 口 と 世 帯

３月１日現在(前月比)2 月中のうごき

人
　
　

口

男5.7 人（－５）転 入　16人

女6  靆 69人（±0 ）転 出　18人

計11 , 919人（－５）出 生　 ７人

世帯数3 , 019戸（±0 ）死 亡10 人

心配ごと相談日
場所：役舛二庸相鎮亶 惶・１口からか入り７ｅい）

暗闘：９時～12 畤

こまったことや、相鋏ご とがありましたら。

お飯軽 にご相謫下さい。 秘密は絶対に守り ます。

（相該員）

３月25日（木）高橋 隆雄・高野 時子

４月５日（月）村上 金正・高機 恵子
４月 日 (木）櫺沢　 正・斎藤　洋子

こよみ
３月　弥生（やよい）

17 日 (水）彼岸入り

加11（土）春分の11

2211（月）放送紀念日

23日（火）世界気象デー

2811（木）電気記念ll
■　　■　　　　　●

４月　卯月（うづき）

１日（木）土地月間

６日（火）春の全国交通安全運動

７日（水〉世界保健デー

瓰 日 (土）婦人週間

貶 日 (月）科学技術週間



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館
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子
育
て
教
室
な
ど
閉
講

子

育
て

教

室

六
月
に
開
講
し
た
「
子
育
て
教

室
」
も
、

九
回
の
学
習

を
も
っ
て
、

二
月
二
十
六
日
終
了
し
ま
し
た
。

閉
講
式
で
は
公
民
館
長
の
あ

い

さ
っ
の
あ

と
、
社
会
教
育
委
員
長

の
根
本
秋
雄
先
生
の
講
義
を
聞
き

ま
し

た
。
就

学
前
の
幼
児
に
と

っ

て
大

切
な
ポ
イ

ン
ト
を
掲
示
し
て
、

わ
か

り
や
す
く

話
さ

れ
教
室
生
も

熱

心
に
メ
モ

を
と
っ
て

お
り
ま
し

た
。講

義
後
は
熱
心
な
話
し
合

い
が

行
わ
れ
、
保
育
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の

方
も
数
名
参
加
し
て

、
話
し
合

い

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し

た
。

根
本
先
生
の
講
義

の
中
で
ソ

ニ

ー
会
畏
井
深
大
氏

の
著
書
の
中
に

『
女
性
に
と
っ
て
育
児

ほ
ど
大
切

な
も
の
は
な
い
。
も
し

仕
事

の
方

が
大
切
だ
と
い
う
な
ら
、
子
ど
も

を
産
ま
な

い
こ
と
だ
」
と
ａ

つ
て

お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
女
性
ば
か

り
で
な
く
子
ど
も
を
取
り
巻
く
家

庭
や
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業

や

自
治
体

が
若

い
母
親
を
支
援
す
る

体
制

や
子
ど
も
の
環
境
整
備
に
本

気
で
取
り
く

ん
で
ゆ
か
な

い
と
、

こ
十

一
世
紀
の
社
会
は
大
へ
ん
な

こ
と
に
な
る
な
ど
。
意
義
の
あ
る

内
容
で
し

た
。

本
年
度

の
『
子
育
て
教
室
』
は
。

教
室
生
か

少
な
か
っ
た

が
、
今
後

も
根
気

づ
よ
く
、
息
の
長

い
教
室

に
し
て

ほ
し

い
と
の
要
望

が
あ
り
、

公
民
館

と
し
て
も
、
創
意
Ｅ
夫
し

て
、
広
報
活
動
や
、
事
業
内
容

の
改
善
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ゆ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▲熱心に講義を聞く教官生

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

昨
年
の
六
月
十
四
日
に
開
講
し

た
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
は
．
こ

の
二
月
十
三
【【
‥
に
無
事
閉
講
式
か

行
わ
れ
ま
し

た
．
当
日
は
朝
か
ら

小
雷

が
舞
う
寒

い
日
で
し
た
が
．

会
場

の
町
民
体
育
館
で
子
ど
も
た

ち

は
元
気
一
杯
に
キ

ャ
ッ
チ
ン
グ

・
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ロ
ー
プ

ー
ジ
ャ
ン

ピ
ン
グ
、
リ

ン
グ

ー
キ

ャ
ｙ
チ
、

な
ど
の
新
し

い
レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ

ン
を
楽
し
み
、
す

が
す
か
し

い
汗

を
流
し
て
仲
間
意
識
を
高
め
た
後
、

閉
講

式
を
行

い
ま
し

た
．

式
で

は
、
春
日
公
民
館
長
の
あ

い
き
つ
．
皆
勤
賞
の
岡
田
ナ
ナ
子

さ
ん
ほ
か
卜

．
名
、
精
勤
賞
の
玉

木
佐
友
里
さ
ん
ほ
か
三
十
二
名
を

表
彰

い
た
し
ま
し

た
。
続

い
て
畠

腹
藤
田
小
学
校
長

か
ら
祝
辞

が
あ

り
式
を
閉
じ
ま
し

た
。

ふ
り
か
え
っ
て
見

る
と
、
今
年

度

は
九

回
に
わ
た
り
活
動
し
ま

し

た
が
、
活
動
内

容
の
大
半
は
新
し

く
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
り
。
新

鮮
味

が
あ

っ
た
の
か
参
加

率
も
高

く
、
充
実
し
た
一
年
間
で
あ
っ
た

と
思

い
ま
す
。

ムゲームを楽しむ少羃仲問づくり敦室生

く
に
み
女
性
教
室

昨
年
五
月
、
従
来
の
中
央
婦
人

学
級
を
く
に
み
女

性
教
室
と
改
称

し
て

開
講
し

ま
し

た
が
、
二
月
十

七
日
に
三
十
七
名

が
出
席
し
て
閉

講
式
を
行
い
ま
し

た
．

今
年

度
は
十

九
回
の
学
習
の
ほ

か
．
相

互
学
習
と
し
て
教
室
生
の

中
か
ら
指
導
者
を
選
び
、
紙
粘
土
．

和
卻
ユ

召
。

戸
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
の

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を

行
っ
て

好
評
を
得
ま
し
た
。
そ

の
た
め
創

作
や
ス
ポ
ー
ツ
意
欲
か
商
ま
り
、

計
画
し
た
活
動
か
終

っ
て
か
ら
も

自

主
的
に
活
動
を
続
け
、
学
び
合

う

こ
と
か
ら

心
の

ふ
れ
あ
い
か
深

ま

っ
た
よ
う
で
す
。

閉
講
式
で

は
、
関
本
蓉
子
さ
ん

ら

へ
精
勤
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
式
終
了
後
、
杉
崎
一
江
先
生

を
講
師
に

「
ひ
な
ま
つ
り
料
理
」

を
実
習
し
、
試
食
で

】
足
早
く

ひ

な
ま
っ
り
気
分
を
味
わ
い
ま
し

た
。

▲くにみ女性教室の皆さん

▲１年間の学習を終えた成人学級の貨さ癶

成

人

学

級

昨

年
五
月
八
日

に
開
講
し
た
成

人
学
級
の
閉
講
式
か
二
月
二
十
四

日

、
三
十
二
名

が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年

度
は
、
十
二

回
学
習
し
ま



し

た
か
、
出
席
率
も
よ
く

、
閉

講

式
で
皆
勤
者
四
名

。
精
勤
者

八
名

に
賞
状
と
賞
品
か
贈

ら
れ
ま
し
た
。

な

お
、
閉
講

式
の
前
に
、
前
桑

折
町

教
育

長
遠
藤

伊
雄
先
生
よ
り

『
地
城
に
お
け
る
中
商
年
者
の
生

き
方
と
役
割
』
の
テ

ー
マ
で
。
健

康

づ
く
り
に
努
力
し
て

い
る
人
の

実
践
例
を
通
し
、
私
達
の
生
き
方

に
つ

い
て
示
唆
に
富
む

お
話
し
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

阿

津
賀

志

学

級

昨
年
四
月
三
十
日
に
開
講
し
た

阿
津
賀
志
学
級
の
閉
溝
式
と
、
交

通
安
全
大
学
修
了
式
が
二
月
二
十

五
日
、
約
百
八
十
名
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
先
立
ち
、
桜
ヶ
丘
病
院
の

古
川
博
之
先
生
よ
り
「
ボ
ケ
な
い

生
き
方
」
と
い
う
演
題
で
、
老
年

期
の
心
と
身
体
の
特
徹
や
、
痴
呆

の
症
状
。
原
因

、
そ
の
予
防
に
つ

い
て
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
詳

し
く

ご
指
導
か
あ
り
、
健
や
か
に

老
い
る
た
め
病
気
と
上

手
に
っ
き

あ

い
、
食
生
活
や
適
度
な
運
動
等

に
留
意
し
、
生
き
か

い
を
も
っ
て

い
き

い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
か
大
切
で
あ
る
と

い
う
、
意
義

深

い
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

式
で
は
春
口
館
長
よ
り
、
皆
勤

賞
六
名
の
代
表
三
ノ
輪
フ
ョ
さ
ん
、

精
勤
賞
三
十
名
の
代
友
五
十
嵐
栄

雄
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
賞

品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続

い
て
冨
永
町
長
よ
り
、
交
通

安
全
大
学
修
了
生
二
百
十
名
の
代

表
志
村
精
一
さ
ん
に
、
修
了
証
か

授
り
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
冨
永
町
長
。
本
田
桑

折
警
察
署
長
よ
り
祝
辞

が
あ
り
、

最
後
に
村
上
副
委
員
長
の
謝
辞

が

あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
我
町
か
高
齢
者
の

生
き
か

い
と
健
康

づ
く
り
推
進
モ

デ
ル
町

に
指
定
さ
れ

た
の
に
伴

い
、

学
習
時
間
も
大
幡
に
増
え
、
そ
の

内
容
、
活
動
も
。
よ
り
多
様
化
か
図

ら

れ
、
二
十
回
の
全
体
学
習
、
三

十
四

回
の
グ
ル

ー
プ
学
習
を
実
施

し
ま
し

た
。

今
年
度
の
特
徴
と
し
て
、
健
康

づ
く
り
内
容
の
増
加
、
学
級
生
全

員
の
体
験
学
習
を
と

お
し
て
の
環

境
美
化
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
ア

サ

ガ
オ
、
チ
ュ

’‐
リ

ッ
プ

の
栽
培

、

世
代
間
交
流

、
文
化
財

め
ぐ

り
、

県
警
音
楽
隊
演
奏
会

。
ふ
る
さ
と

の
民
話
を
聞
く
会

や
、
七
宝
焼
、

陶
芸

グ
ル
ー
プ
学
習

を
取
り
入
れ

た
こ
と
な
ど
か
上

げ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
毎

回
多
数
の
学
級
生

の
参
加
を
見
ま
し

た
こ
と
誠
に
喜

び
に
堪
え
ま
せ
ん

。

次
年
度
も
皆
様

の
ご
意
見
、

ご

要
望
を
活
か
し
て
、
少
し
で
も

学

習

意
欲
の
向
ｈ

と
、
生
き
か

い
と

健
康

づ
く
り

の
増
進

に
っ
な
か

る

よ
う
な
学
習
計
画
を
立
て
て
実
施

し
た

い
と
思

い
ま
す

の
で
、
多
数

の
入
級
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

４阿泣賀志学級閉講式

仲
間
づ
く
り
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
　
　
　
　

に

参

加

し

て

半
沢
利
恵
子

私

た
ら
四
十

七
名

は
、
二
月

二

十
八
日
、
ス

キ
ー
の
メ

″
力
と

い

わ

れ
る
裏
磐
梯

に
あ

る
「
猫
魔

ス

キ

ー
場
」
ま
で

行
っ
て
き

ま
し

た
。

ス
キ

ー
場
に

着
い
た
瞬
間

、
す

ば

ら
し

い
白
銀

の
世
界

に
。
す

う
か

り
魅
ｒ

さ
れ
て
し

ま
い
ま
し

た
。

た
だ
、
た
だ
人
波

に
圧
倒

さ
れ
、

体
か

、
か

た
く

な
る
思
い
で

し
た
。

ス
キ
ー
に
は
、
あ
ま
り
自
信
の

な
い
私
で
し
た
の
で
、
う
ま
く
滑

れ
る
か
し
ら
…
…

と
い
う
不
安

や

悩
み
を
持

っ
た
ま
ま
の
参
加
で
し

た
が
．
初

心
に
も

ど
り
、
も
う

．

度
、
基
礎
か
ら
始
め
よ
う
と
思

っ

て
、
初
心
者
コ

ー
ス
を
選
び
ま
し

た
．
イ

ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
方

は

と
て
も
親
切
で
、
一
人
ひ
と
り
に

つ

い
て
．
手
を
と
る
よ
う
に
し
て

指
導
し
て
下
さ

い
ま
し
た
．
お
か

げ
様
で
上
手

に
？

、
な

っ
た
よ
う

な
気
か
し
ま
し
た
．

午
後
は
、
各
自
、
自
由
に
滑

っ

た
後
、
全
員

が
合
流
し
て

、
ム
カ

デ
競
走
や
、

ゲ
ー
ム
を
や

り
．
大

変
楽
し

い
一
日
で
し
た
．

ツ
ア

ー
と

は
い
う
も
の
の
．
初

心
者
は
初
心
者
で
、
ま
る
で

、
ス

キ

ー
教
室

に
で
も
行

っ
た
よ
う

に

安
心
し
て

ご
指
導

い
た

だ
け
ま
し

た
し
、

ベ
テ
ラ

ン
は
、

ベ
テ
ラ

ン

な
り

に
、
自
由

に
滑
り
ま
く

り
、

こ
の

ツ
ア

ー
の
持
つ
意
味

を
、
匕

ゆ
う

ぷ
ん
に
満
喫

さ
れ

た
の
で

は

な
い
で
し

ょ
う
か
。

来
年
ま
で

に
は
、
更

に
上

達
す

る
よ
う
努
力
し

。
小

グ
ル
ー
プ
に

よ
る
自

由
に
滑
れ
る
コ

ー
ス
を
選

び
、
ス
キ
ー
ツ
ア

ー
の
趣

旨
に
ふ

さ
わ
し

い
参
加

者
に
な
ろ
う
と
思

い
ま
す

。

ス
キ
ー
愛
好
家
の
皆

さ
ん
。
来

年
も

ス
キ
ー
ツ
ア

ー
が
あ
る
と
思

い
ま
す

の
で

、
是
非

、
参
加
し
て

み
て

は
い
か
が
で
し

ょ
う

か
。

▲ふれあいを深めた仲間づくりスキーツアー

寄

贈

図

書

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
ラ
イ
オ
ン
の
考
え
ご
と
外
一
冊

福
島
口
産
自
動
車
株

式
会

社
様

行 事 の お 知 ら せ

月 日 曜 行　　　　　　　　　 事

３
15 月 ・阿津賀志学級委員会

19 金 ・公民館運営審議会

爾　　 考
・３月23口　小学校卒業式

小・中学校修業式

・４月６日　小・中学校入学式



第
５
分
団
第
１
部
に

消
防
屯
所
を
交
付

町
消
防
団
第
五
分
聞
第
一
部
（
貝

田
地
区
）

の
消
防
屯
所
交
付
式
は

ご
。月
二
日
、
貝
田
字
立
久
根
の
完

成
し

た
ば
か

り
の
屯
所
前
で
行
わ

れ
ま
し

た
。

こ
の
屯
所
は
、一
防
災
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の

で
、

延
床
面
禎
五
一
・
四
九
皿
に
方

メ

ー
ト
ル

（
約
十
五
坪
）、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ

ー
ト
・
一
部
木
造
造
り
二

階
建
て
。
一
階
に
車
庫
、

。
。
階
に

は
屯
所

が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

交
付
式
に
は
約
三
卜
人
か
出
庶

冨
永
町
艮
か
高
檎
徳
平
貝
田
町
内

会
長
と
と
も
に
阿
部
恒
夫
町
消
防

団
長
に
屯
所
の
か
ぎ
を
手
渡
し

。

『
貝
田
町
内

会
の
皆

さ
ん
の

ご
協

力
に
よ
り
、
な
派

に
完
成
す

る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
・

今
後
も
地
城

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
活
用

し
て

く
だ
さ
い
』
と
訓
示
し
ま
し

た
。

▲冨 永町長と高橋貝田 町内会長 が岡留団長にかぎを文付

介
護
者
の
研
修
会

開

か

れ

る

町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
寝

た
き

り
老
人

介
護

者
研

修
・

懇

談
会
」
は
二
月
一
一
卜
七
日
．
町
福

祉
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
．

日
頃
、
寝
た
き
り
老

人
を
介
護

し

て

い
る
杵

さ

ん
約
五

十
名

が

出
席
。
冨
永
武

夫
町
社
会
福

祉
協

議
会
会

長
の
あ
い
さ
っ
の

あ
と
。

町
や
阯
協

か
行

り
て

い
る

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
や
人
浴
サ

ー
ビ
ス
な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
高
齢
者
福
祉
保
健
サ

ー
ビ
ス
事
業

に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け

、
介
護
者

の
皆

さ
ん

が
抱
え

て

い
る
問
閣

や
悩
み
な

ど
に
つ

い

て

、
活
発
な
意
兄
の
交
換
を
行

い

ま
し

た
。

公
立
藤
田
総
合
病
院
総
婦
長
の

関
場
さ
ん
か
ら

「
寝
た
き
り
の
防

止
と
介
駿
に

つ
い
て
」
と
題
し
て

講
話
を

い
た

だ
き
、
出
席
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
今
後
の
介
護
に
役
立

て
よ
う
と
真
剣
な
様
子
で
耳
を
傾

け
て

い
ま
し
た
。

Ａ介護について意見を交わした研偉・駟談会

だ
ん
ご
さ
し
で

親
睦
を
深
め
る

塚
野
目
地
区
の

お
年
寄
り
と
子

ど
も

た
ち
と
の

ご
ふ
れ
あ
い
”
を

深

め
る

い
塚
野
日
‥
ふ
れ
あ
い
祭
』

は
二
月
十
四

卩
、
塚
野
目
集
会

所

で

開
か

れ
、
仲
良
く
協
力
し
な
が

ら
伝
統
行
事
の

「
だ
ん

ご
さ
し
し

を
楽
し
み
ま
し

た
。

塚
野
目
付

づ
く

り
協
巌
会
（
大

内
安
次
会
長
）
か
土
催
し
た
も
の

で
、
子

ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で

約
百
人

が
参
加
。
初

め
に
も
ち
っ

き
が
行
わ
れ
、
参
加
者

が
代
わ
る

代

わ
る
も
ち
を

つ
き
、
会
場
に
は

に
ぎ
や
か
な
歓
声

が
響
き
ま
し
た
。

つ
き
Ｅ

げ
た
も
ち
を
丸
め
て
「
み

ず
の
木
」
に
刺
し

、
緑
起
物
の
飾

り
付
け

な
ど
を
し
な

が
ら
、
無
病

息
災

や
豊
作
を
祈
噸
し
ま
し
た
。

飾
り
付
け
か
終
わ
る
と
、
参
加

者
全
員
で
会
食
。『
き
な
こ
も
ち
』

や

『
ひ
き
な
も
ち
』

に
舌
鼓
を
打

ち
な
か
ら
、
和
や
か
に
親
睦
を
深

め

ま
し

た
。

▲仲良くだんごさしをする参加者の皆さん

が
ん
の
正
し
い

知
識
を
学
ぶ

町
か

主
催
す
る
一
健
康
講
演
会
」

は
二
月

十
日
、
町
福
祉
セ
ン
タ

ー

で
開
か
れ
。
出
席
し

た
約
ハ
ト
人

の
皆
さ
ん
か
大

暘
が
ん
に
つ

い
て

の
正
し
い
知
識

を
学
び
ま
し

た
。

講
師
の
公
立
藤
田
総
合
病
院
剛

院
長
の
朽
木

渉
先

生
が
。
「
大
腸

か
ん
の
予
防
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
。
食
生
活

の
欧
米
化
に
よ

る
大
腸
か
ん
の
急
増
や
早
期
治
療

の
重
要
性
に
つ
い
て
脱
明
し
た
あ

と
、
予
防
す
る
た
め
に
高
脂
肪
の

食
事
を
避
け
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ

た
栄
養
を
と
る
こ

と
か
大
切
－

な
ど
と
話
し
。
身
近
な
健
康
の
問

閣
だ
け
に
。
出

席
し

た
皆
さ
ん
は

真
剣
な
様
子
で
耳
を
傾
け
て

い
ま

し
た
。

よ大屬 がんについて掌習した鮭丿竇譎演会

○
サ
ッ
カ
ー
熱

が
高
ま
る
中

、
高

校
日
本

】
の

。長
崎
国

兄
高
イ

レ

ブ
ン
」
が
三
月
ニ
ト

六
日
、
來
町
。

口
本

一
の
プ

レ
ー
を
観
戦
で
き
る

ま

た
と
な
い
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
キ

ｙ

ク
オ
フ
は
午
前
十
時
。

発
行

４
集

国
見
町
総
務
課

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
こ
２
の
Ｉ

畢
九
六
九
－

↓
七
　

魯
｛
Ｏ
二
円
五
Ｔ
八
丘
；
二

．
一

．
一
代
表
ｙ

わ
だ
い

編
集
日
記
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